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２．事業の概要と成果 

 

（１）上位目標の達成度 ア 不発弾の危険に晒されている地域住民の安全確保による民生 

  の安定 

  合計で不発弾・地雷２０,２９８発を回収・処分し、裨益人口は

１,０８９，１８５名に上る。また、担当地域における不発弾被害

者数も、２０１０年度３９名から１７名へと大きく減少しており、

地域住民の安全確保による民生安定に寄与した。 

イ 不発弾処理技術向上による被害者の減少 

  ボール爆弾や４０ミリ擲弾、あるいは発煙弾等の危険な不発弾

を含む不発弾・地雷２０,２９８発を安全・確実に処理できたこと

は、ＥＯＤ隊員の処理技術が向上した結果であり、これが被害者

数の減少につながっている。 

（２） 事業内容 

 

ア 技術移転 

各種教育訓練、試験等により実施するとともに、ＥＯＤガイド

ブックを作成・配布した。 

イ 不発弾処理 

  シェムリアップ州、コンポントム州、タケオ州、カンポート州

の４個州で不発弾処理を実施した。 

ウ 危険回避教育 

  専門家及びＣＢＵＲＲ要員による教育を実施した。 

エ その他 

（ア） 広報 

（イ） 郡等との連携 

（３）達成された効果 

   

 

ア 技術移転 

（ア） 裨益者 

技術移転の裨益者となるＣＭＡＣ隊員は、計画では１３６名 

を予定していたが、７２名（５３％）となった。これは、ＴＣ

訓練時に想定していたＥＯＤ課程からの参加者が、同課程が開

設されなかったという事情により、得られなかったことによる。 

（イ） 教育訓練 

ＯＪＴ、ＯＦＦ－ＪＴ（講義、ＴＣ訓練)、交差訓練等により

技術移転を図った。また、ＥＯＤガイドブックを作成・配布し

た。 

   ａ ＯＪＴ 

     処理活動に必要な基礎的知識・技術、安全管理、ＳＯＰ

を重視するとともに、スーパーバイザー(以下、「ＳＶ」)

及びチームリーダー(以下、「ＴＬ」)に対しては、処理活動

の指導要領や状況判断についても指導し、合計１１６回実

施した。 

    別紙第１「ＯＪＴ実施状況」  
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   ｂ ＯＦＦ－ＪＴ 

（ａ）講義 

      弾薬の構造機能、不発弾取扱い上の安全管理、不発弾

事故事例、処理計画・命令の作成、マンネリ化防止とＳ

ＯＰの遵守を重点として、合計２２回実施した。 

     別紙第２「ＯＦＦ－ＪＴ実施状況(講義)」 

（ｂ）ＴＣ訓練 

    ２０１２年４月に、図上演習、器材を使用した不発弾

の安全化等について、８月には火薬の焼却処分、不発弾

の部分爆破、安全管理等について実施した、参加者は合

計７２名であった。 

   別紙第３「ＯＦＦ－ＪＴ実施状況(ＴＣ訓練)」 

（ｃ）交差訓練 

事業編成内チームのＳＶ及びＴＬが、他の専門家のチ

ームが行う処理活動を研修するもので、２回実施した。 

   c ＥＯＤガイドブック 

      技術移転促進のため、ＥＯＤガイドブックを５００部（英

語版１００部、クメール語版４２６部）作成・配布した。

なお、意見集約に時間を要し、年度内の活用には至らなか

ったが、次年度は積極的に活用したい。 

（ウ）評価 

ａ 全般 

モニタリングを行って技術及び活動レベルを把握（チー

ム平均７回）するとともに、試験で評価を行った。 

 ｂ 試験結果 

   合格点は、学科・実技とも８０点で、チームメンバーの 

学科を除き、学科・実技とも概ね目標域に達している。 

ｃ 検討事項 

次年度は、これまでに比べ技術移転の目標、内容等がよ 

り具体化されているので、試験問題と実施要領を目標、内

容に合致するよう修正する。 

別紙第４「試験結果」 

イ 不発弾処理 

（ア） ４個州において２０,２９８発の不発弾・地雷を処理し、１, 

０８９,１８５名の住民が裨益するとともに、担当地域における

不発弾被害者数は２０１０年度３９名から１７名へと大きく減

少した。また、処理数は、ＣＭＡＣの目標値である１８,０００

発を１２％上回っている。 

  別紙第５「不発弾処理実績」 

（イ）ＣＢＵＲＲ要員は１日当たり１,５件の処理要請を提供するよ

うＣＭＡＣから目標として示されているが、この目標達成率は

９０％にとどまっている。ＣＢＵＲＲ要員の処理要請が処理実

績を左右することを考えれば、１,５件の目標はいかにも少ない

と考えられ、次年度は，ＣＭＡＣ目標に拘らず、それ以上の処

理要請を提供するよう指導したい。 
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別紙第６「ＣＢＵＲＲ要員からの情報提供と処理状況」 

ウ 危険回避教育 

専門家による教育を１６６回、１５,９９９名に対して実施し、 

ＣＢＵＲＲ要員による教育を６,９４１回、１２１,３５３名に対

して行った。担当地域における不発弾被害者数は大きく減少して

おり、次年度は更に専門家による教育に力を入れたい。 

別紙第７「専門家による危険回避教育」 

別紙第８「ＣＢＵＲＲ要員による危険回避教育」 

エ その他 

（ア） 広報 

１３件６１名の研修、見学、取材を受け入れた。 

（イ） 郡等との連携 

 不発弾処理業務や危険回避教育の実施、ＣＢＵＲＲ要員の活

動、採用等について連携を図った。 

（４）持続発展性 ア 技術移転 

  技術移転は単年度計画ではなく、複数年度を継続的に実施する

ものであり、本事業も３年度計画の初年度という位置づけである。

教育対象には、編成内のＥＯＤチームだけではなく全国のチーム

も含まれており、移転内容の全国的な普及が見込まれる。また、

異動も多いことから、異動に伴い技術移転を受けた隊員がそれぞ

れの地位・役割に応じて移転内容を普及することができる。カン

ボジアは現在、地雷・不発弾処理に関する南南協力のセンターと

して、諸外国に対する支援に力を入れており、技術移転はこのプ

ロジェクトにも貢献するものである。今回、ＥＯＤガイドブック

を作成・配布したが、携帯用で使用しやすいことからＣＭＡＣ隊

員の活用が見込まれ、技術移転の推進に結びつくと考える。 

イ 不発弾処理 

  カンボジアは、２０１９年までに不発弾による危険を最小化す

ることを国際的に誓約しているが、まだ２４０万個以上の不発弾

が残存していると見積もられており、不発弾処理の必要性は今後

とも引き続くと考える。 

ウ 危険回避教育 

  カンボジアの不発弾被害者は、２００９年度１３３名、２０１

０年度１４５名、２０１１年度１０５名発生しており、過去と比

較すれば減少しているが、最近では地雷被害を上回り、依然、深

刻な状況にある。不発弾の危険性に無知なことが被害の原点であ

り、カンボジア政府も十分な対策を講じきれていないことから、

危険回避教育は今後とも継続することが求められている。 




